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知 床 岬 の 岩 脈 群(1)

合地 信生

知床博物館学芸員

1.は じめに

知床半島総合調査の一環 として、知床岬地域 に

おける地質調査 を昭和56年7月14日 、15日 、及び

9月24日 に行なった。今回は、知床岬の地質現象

として特 に目を引く岩脈についておもに調査 した。

なお、岩脈の貫入方向 を調査す るのに、クリノメ
ータより精度の一段高いポケ ット・コンパスを使

用 した。

海岸線付近 には、枕状溶岩の礫やハイァロクラ

スタイ トから主 に構成 される知床岬層が分布 して

いる。この層中に狭在する砂岩からは新第三紀中

新世中～上部 を示す0説 γe33p.等 の化石 を産す

る(杉 本ほか、1971)。オホーツク海側では北西に

傾斜 し、羅臼側 では南東に傾斜 した知床岬層 を貫

いて幅1～5mの 岩脈がほぼ垂直に発達 している。

この安山岩質岩脈には黒色に変色 した急冷周縁相

があり、また接触面に垂直な節理が発達 している。

これらの岩脈は知床岬層の上位 に発達する鮮新世

とみなされている溶岩 を貫いていないので、その

貫入時期 は中新世後期 と考えられている(杉 本ほ

フう・、1971)○

2.知 床 岬 の岩 脈 方 向 と応 力場

知 床 岬 地 域 に お け る ま と ま っ た岩 脈 調 査 は 木村

(1981a、1981b)が 行 な っ て い る にす ぎな い 。

木 村(1981a、1981b)は 広 域 的 な応 力場 の結 果

として知床岬の岩脈方向に注 目している。

ある場所における応力関係から岩脈が一定方向

に発達することはよく知 られている。火山岩脈形

成 には2種 の応力メカニズムが考えられる。

① 局地的応力場

マグマの上昇に伴ない、マグマの液圧で地面が

盛 り上る。そのため表面積が増加 し、それ を補 う

よ うにマ グマが割 れ目に貫入し、岩脈が形成 され

る。これには火口から放射状 に伸び る放射状岩脈

(図1)と 、同心円状の環状岩脈の2種 がある。

② 広域的応力場

プレー トの運動に伴 なって生 じる広 い範囲に渡

る応力場である(図2)。 火山の岩脈方向から貫入

時の応力場 を想定 し、過去のプレー ト運動 を探 る

研究が最近 なされてきている。

知床岬 において55の岩脈を調査 し、位置 と方向

を図3に 示 した。 またアブラコ湾、文吉湾 を境 に

図1.放 射 状 岩 脈 の模 式 的 表 現(中 村 一 明 、1975)

図2.広 域的応力場による岩脈と断層面

形成の模式的表現(Hil1,1977)

σ、:最大主応力 σ、:最小主応力
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図3.知 床岬の岩脈

一74一

知 床 博物 館 研 究 報 告 ・第4集 ・1982

表1.知 床岬における岩脈の方向
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調 査 地 を3地 域 に分 け て 岩 脈 の傾 向 を調

べ た(表1、 図4、5、6)。 ア ブ ラ コ湾 よ

り北 東 の 地 域 で はN100～200Wに(図4)、

アブ ラコ湾 と文 吉 湾 の 間 で はN200～300W

に(図5)、 文吉 湾 よ り南 西 の 地 域 で はN

500～600Wに(図6)岩 脈 が集 中 して お

り、放 射 状 に岩 脈 の 方 向 が変 化 してい る。

こ れ らの岩 脈 は 局 地 的 応 力 場 で 生 じた放

射 状 岩 脈 と推 察 さ れ る 。

ま た 、 ア ブ ラ コ湾 よ り北 東 の地 域 と文

吉 湾 よ り南 西 の 地 域 で は 数 は少 な い が 、



w

N

S

25%

E

図4.ア ブラコ湾 から北東の地域における岩

脈方向(白 ぬ きは環状岩脈)
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図5.文 吉湾 からアブラコ湾 にかけての岩 脈方 向

主岩脈と直交する方向に岩脈 が走っている。野外

での観察では、岩相 ・産状 とも放射状岩脈 と異質

な点は認められなかった。 したがって、応力場が

直角方向に変化 したために生 じた岩脈 と考 えるよ

り、放射状岩脈と同時に生 じた環状岩脈と考 えた

方が適切であろう。

以上、マグマの上昇 に伴 なう局地的応力場の産

物 として岩脈 を考察 して きた。再度図3に 目を向

けると、岩脈は知床岬先端部 に数が多 く、放射状

に均一一には割れ目が形成されていない。 この原因

として木村(1981a、1981b)が 述べている北西
一南東方向に伸張の広域的応力場 が予想 される。

鉱脈や火山岩脈から応 力場 を探 る最近の研究で

は、中新世のはじめ頃から後期頃まで、島弧に直

交する方向に伸張テク トニクスの場があった事が

分って きた(松 田、1980)。したがって北東一南西

方向にのびた知床半島の場合、それに直交す る北

西一南東方向に伸張応力場があったことは充分 に

期待される。また、観察 される地質現象に目を向

けてみ ると、知床半島には羅臼岳から知床硫黄山

へつながり二重山稜 を形成 している北東一南西方

向の断層や、北東一南西方向にのびた貫入岩(オ

シンコシ岬、ウ トロ三角岩 ・オロンコ岩)が 発達

しており、北西一南東方向に伸張の広域的応力場

が推察 される。

知床岬のように局地的応力場 と広域的応力場 が

重なって岩脈が発達 している典型的な地域 に、ア

メリカ合衆国 コロラドのSpanishPeaksが ある

(図7)。 火山岩脈の貫入時SpanishPeaksで は東
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図6.文 吉湾 から北西の地域における岩脈方

向(臼 ね きは環状岩脈)

図7.SpanishPeaks周 辺 の 岩 脈 群

(Knopf,1936)
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西方向に圧縮の広域的応力場 にあり、東西方向の

岩脈が発達 した放射状岩脈 を形成 している。

今後知床岬に発達 した岩脈方向から貫入時にお

ける応力場 を考察する場合、局地的応力場 と広域

的応力場が重 なったSpanishPeaksを モデルとし

てより広域的 に(特 に羅臼側 を重点的に)、詳細 な

調査 を継続 していく必要 がある。

3.知 床岬の岩石

太平洋の海洋底(太 平洋 プレー ト)が 千島海溝

で北海道の下へ もぐり込み、知床半島の安山岩火

山が生 まれたと考えられている。知床の様な火山

前線付近の安山岩 にはソレアイ ト系 とカルクアル

カリ系安山岩の2種 類がある。両岩系の大要を表

2に 示 した。また、 トンガ、南サンドヴィッチ諸

島のように地殻 がうすい海洋地殻上の単島弧では

ソレアイ ト系だけが噴出 し、アンデスのよ うに地

殻 が厚い大陸地殻 ではカルクアルカリ系のみが噴

出 している(宇 津 ほか、1972)。知床半島はオホー

ツク海の南端 に位置 し、海洋地殻 と大陸地殻の境

界にあたっており、島弧の発展段階を調べ るのに

興味が持たれる場所である。

ソレアイ ト系 とカルクアルカリ系安山岩の石基

に出現する輝石の種類 が両岩系で特徴的に異なる。

今回石基の輝石に注 目して、知床岬層中の枕状溶

岩礫 と岩脈の岩石計11枚 の薄片 を作 り、顕微鏡観

察を行なった。確実な結論 を得 るためにはエック

ス線プローブ ・マイクロ ・アナライガーによる化

学分析 を必要 とするが、顕微鏡下での観察では全

てソレアイト系安山岩であった。杉本ほか(1971)

の観察 と比較すると知床岬層中の礫 については一一

致するが、岩脈 については異なる結果 になった。

杉本ほか(1971)は 岩脈の石基 に紫蘇輝石を記載

している。

知床の第四紀に噴出 した溶岩は知床硫黄山に代

表 されるようにカルクアルカリ系である(高 木、

1978)。第三紀中新世中期 から後期 に形成 された知

床岬層中の礫や岩脈のソレアイ ト系 か ら第 四 紀

のカルクアルカリ系に、半島の発達 とともに火成

作用がどのように変化 していったか興味が持たれ

る問題である。

岩脈の項でふれたように、中新世初期～後期 に

かけては日本列島は島弧に平行 な伸張の場 であり、

また火成活動 も非常に激 しかったらしい(い わゆ

るグリー ンタフ造山運動)。伸張の場であり、また

大陸地殻が発達 していなかった知床半島はその時

期、マグマが地殻物質との混成作用をおこさず、

スムーズに噴出 したらしい。その後第四紀は圧縮

のテク トニクスになった(松 田、1980)。その結果、

マグマが噴出しにくくなり、厚 くなってきた地殻

物質をマグマだまりで取 り込み、カルクアルカリ

系安山岩 が量少なく噴出 したと考 えられる。以上

については仮説の域 を出ないが、今後知床の各火

山における詳細な調査 で確 かめていきたい。

表2.ソ レア イ ト系 と カ ル クア ル カ リ系 安 山岩 の 特 徴

ソ レ ア イ ト 系

安 山 岩

カ ル ク ア ル カ リ系

安 山 岩

斑 晶

斜 長 石

普 通 輝 石

紫 蘇 輝 石

斜 長 石

普 通 輝石

紫 蘇 輝石

(逆累帯構造が見

られる)

石 基

斜 長 石

普 通 輝 石

ピジ ヨン輝石

磁 鉄 鉱

ガ ラ ス

斜 長 石

普 通 輝 石

紫蘇 輝 石

磁 鉄 鉱

ガ ラ ス

成 因

まわりの岩石 との

混成作用なし

(本源マグマ)

まわりの岩石との

混成作用で生 まれ

た

溶岩流 出時期

火山形成の早期 に

多い

火山形成の後期 に

多い
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